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1 1 嬉しそうに話す母 母：本当に英子さんにはもう、いろい

ろご迷惑ばかりかけて、いたらない
兄弟なんですから、なにぶんよろしく
お願いしますよ。

2 照れる英子 英子：まあ、いあやだわおばさん。
3 嬉しそうに話す益子 益子：時ちゃん、とってもあんたを

待ってたのよ。
4 嬉しそうに話す母 母：うん。

英子：そう
5 時枝の服装をほめる益子、英子、母。

服を皆に見せびらかすが郵便を受け取り手紙を読み泣き崩
れる時枝

時枝：どう、姉さん。
益子：まあ素敵。下手な服や□より
よっぽどいいわ。どこかの社長秘
書って言うところね。
一同：笑い声
時枝：英子さんどうもありがとう。
益子：まあ、きてしまったからのよう
に言ってるわ。
郵便屋の声：小山さん、速達。
時枝：はーい。
益子：どこから？
時枝：会社からなの。まあひどい
わ。ひどい。

6 手紙を読む益子と英子 益子：都合により事務員見習いの採
用を中止する事となり悪しからず
時枝：せっかく、せっかく入れたと
思って喜んでたのに

時枝の泣き声

7 泣き崩れる時枝 時枝：(泣き声)
8 心配そうに妹を見る益子 時枝の泣き声
9 落ち込む母 母：いったいどうしたんだろうね。何

かの
時枝の泣き声

10 落ち込む益子 母：間違いじゃないのかね。 時枝の泣き声
11 怒る英子 英子：悪しからずもないもんだわ。兄

さんに聞けばどんな理由か分かる
かもしれないわ。

12 英子の兄に理由を聞くために出かけようとする英子と益子。
落ち込む母、泣き崩れる時枝

英子：益ちゃん、あんたも一緒に来
て。
英子：時枝ちゃん、めそめそしちゃ駄
目よ。あそこだけ働くところじゃない

時枝の泣き声

2 1 清一の部屋にて責める英子、言い訳する清一、2人の様子を
見ている益子

英子：それで、はいそうですかと兄さ
ん下がってきたの。
清一：仕方がないじゃないか。
英子：兄さん、それでも男なの？そ
んなほうってあるかしら？

2 話す英子 英子：兄さんはいつか入社するのは
実力だって言ったわね。

3 話す清一と英子。黙って2人の様子を見ている益子 清一：そう俺にがみがみ言ったとこ
ろで始まらんじゃないか。俺は会社
の一雇い人だし、なんの口はさむ権
利もないんだからな。
英子：それがサラリーマン根性って
言うのね。
清一：何？生意気言うと承知せん

4 英子を止める益子 益子：英子さん、もういいのよ。
5 益子の制止を聞かず清一を責める英子 英子：あんたは黙ってらっしゃいよ。

サラリーマン根性じゃなくてなんなの
よ。兄さんが本当に誠実な気持ちを
持ってるんだったら、そんな会社の
信用を落とすようなやり方には敢然
と反対できるはずよ。
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6 反論する清一 清一：馬鹿なこと言え。自分の紹介
者だから、あいつはあんなに頑張る
んだと言われたら、俺の立つ瀬があ

7 清一にあきれる英子 英子：もういいわ。兄さんみたいにわ
が身大事と考える人には、何を言っ
ても無駄よ。だけどね兄さん

8 清一を責める英子、言い訳する清一、うつむく益子 英子：何故それほどの理由があるん
だったら、一言ぐらい益子さん所に
知らせてあげる親切がなかったの？
清一：俺はただ紹介しただけで、益
子さんとは何の関係があるわけで
はなし、それに会社のやることを俺
がいちいち説明して回らなきゃなら
ないことはないだろう。

9 帰る益子 益子：英子さん、ごめんなさい。あた
し帰るわ。

10 清一を罵倒し益子を追って部屋を出る英子 英子：兄さんの馬鹿。意気地なし。
そんな兄さんだとは思わなかった

11 下を向く清一 騒音
3 1 赤ん坊を抱いて歩く女性車掌1 静江：♪鼻歌

2 休憩する女性車掌達。赤ん坊を抱いた静江。静江のもとへ
寄ってくる女性車掌達10人くらい。おこる女性車掌1。

女性車掌達：(赤ん坊をあやす声)
坊や…
かわいいわね…
女性車掌1：いけないわよ、こんなと
ころに赤ん坊なんか連れてきちゃ。
赤ん坊を取り囲む女性車掌達：坊や

3 出勤から事務所に戻り、集まっている女性車掌達のもとに寄
る英子。
休憩したり、赤ん坊を囲んでいる女性車掌達

英子：お願いします。
女性車掌達：(赤ん坊をあやす声)
英子：どうしたの？
静江：だって政子さん所黙って子守
屋帰っちゃって、ゆっくり寝ることも
できないのよ。安静しなくちゃいけな
いんでしょ。だから皆で交代で子守
してあげようと思って、おしめも持っ
てきたのよ。
英子：そう。
女性車掌達：(赤ん坊をあやす声)

4 笑う赤ん坊 女性車掌達：(赤ん坊をあやす声)か
わいい□□…

5 笑う女性車掌達4人 女性車掌2：さあ抱っこしましょ。
6 笑う女性車掌達2人 女性車掌3：(赤ん坊をあやす声)
7 笑う赤ん坊 女性車掌達：(赤ん坊をあやす声)
8 笑う女性車掌達3人 女性車掌4：あたしが抱いてあげる
9 笑う女性車掌達4人 女性車掌5：ほらほらあたしに貸して

よ。
10 赤ん坊の子守りをするため場所を移動する女性車掌達、そ

れについていく静江。静江を呼び止める英子
女性車掌達：（赤ん坊をあやす声）
いらっしゃい坊や、【おお、よしよしよ
し…？】
英子：静江ちゃん、ちょっと。
静江：えっ？
英子：あの、益ちゃん来てる？
静江：ええ。
英子：そう。じゃあ、また後でね。

11 赤ん坊、子守に慌てる女性車掌達 女性車掌達：(赤ん坊をあやす声)
4 1 フロントガラスからみる車窓の景色
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2 人がいっぱいの車内。アナウンスして前方に戻る益子。切符
を切る静江。

乗客1：新橋
益子：はい。
静江：はい。
益子：次は丸の内1丁目でございま
す。
乗客2：降りるぞ。
益子：御降りの方お知らせ願いま
す。
乗客3：降ります。
益子：はい。
乗客4：降りますよ。
益子：はい。次ぎ願います。
静江：少々御空け願います。少々御
空け願います。
益子：ありがとうございます。ありが
とうございます。ありがとうございま
す。

3 ドアから呼びかける益子 益子：新橋へ参ります。
静江：御順に願います。

4 バスに乗り込む乗客達。乗客として乗ってきた重子、清一。
それに気づいた益子

静江：おーらい。

5 呆然とする益子、バスに乗り込む乗客達 静江：次は呉服橋でございます。
6 切符を拝見する静江と益子。静江に切符を渡す清一、話す

重子、2人の会話を聞いてしまった益子
静江：ご面倒様、切符を切らせ願い
ます。
静江：次は呉服橋でございます。
清一：きみ、銀座二枚。
静江：はい。
重子：それでね、お父様、事務の事
は直接係りの方にわしは一切おま
えには干渉しないって言うんです
の。
清一：じゃあ、僕がご指導しましょう
か。なれりゃなんでもありませんよ。

7 うつむく益子、話している清一と重子 重子：じゃあ、どうぞよろしく。
清一：いやあ。

8 回る車輪
5 1 横になって寝る益子、看病をする静江、面倒を見に来た英子 英子：どう、少しは楽になって。

益子：あ、英子さん、すいません心
配かけて。もう大丈夫。
英子：軽い脳貧血ね。何も考えない
でゆっくり休むといいわ。帰ってきた
ときの顔色ったらなかったわ。
益子：あたし、どうしてこんなにだら
しがないんでしょう。あれぐらいのこ
とで。
英子：ねえ益子さん、兄の事許して
ね。兄弟のあたしでさえ愛想が尽き
たわ。でも考えてみると、兄も可哀
想なの。苦労に苦労を重ねて、学校
時代から他のお友達のようにのん
びり勉強したわけじゃなし、出てみ
ればたいしたことはなく、何にしがみ
ついても人を蹴飛ばしてでも認めら
れようとする兄の気持ちもあたしに
はわからないことはないような気が
するの。これだけ知って。あたしが
兄の身びいきをしてるわけじゃない
のよ。
益子：ええよく分かるわ。清一さんも

2 話す益子 益子：それでも自分の車に目の前にあ
たしこんなに自分が惨めに思えたことな
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3 話す英子 英子：もうあんな兄貴のことなんか忘れ
てしまって。

4 話す英子、話を聞く益子 英子：広い世間にはもっともっと立派な男ら
しい人がいくらでもいると思うわ。それにあ
んたにはお母さんと妹さんがいるっていうこ
と、気持ちの底にしっかりおさえておかな
きゃいけないわ。こんなことぐらいで自分を
台無しにしちゃ駄目。どんな時でも、自分を
卑屈に考えちゃいけないわ。誇りを持って働
かなくっちゃ。
益子：あたし、弱気で駄目なのね。バスを辞
めて、いっそもっと収入の多い仕事に、たと
え水商売でもなんて考えたりしたの。英子さ
ん、もっとどしどしあたしを叱ってね。
英子：益ちゃん、あんた本当にいい人ね。あ
んたのようないい人ふみつきに？するなん
て、うちの兄貴は馬鹿だわ。
益子：英子さん、もう清一さんのこと悪く言わ
ないで。
英子：大丈夫なの？あたし代わりやってるか
ら、あんた無理しないほうがいいわ。

4 益子を止める英子、それを振切って出かける益子、益子を追
いかける静江

英子：だめよ、松ちゃん。
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